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１．奥の谷モデル地区における将来プランの検討

（1）隣接する南原地区の保全活用方針

　①現地調査

　里山保全活用ゾーン（H15 自然環境保全活用調査報告書を参照）内の南原地区は、奥の
谷モデル地区に尾根をはさんで隣接する谷部で、奥の谷とは異なる環境と植生が見られ、
モデル地区と同様に保全活用が求められる。そこで、「富田林の自然を守る市民運動協議
会」のメンバーと同行して6 ～ 7 月に現地を踏査した。（「南原地区現況図」参照）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　　　　③③③③③ヨシの草地ヨシの草地ヨシの草地ヨシの草地ヨシの草地

　　　　　①①①①①セイタカアワダチソウの草地セイタカアワダチソウの草地セイタカアワダチソウの草地セイタカアワダチソウの草地セイタカアワダチソウの草地

ネジバナ

　滝谷不動尊の駐車場に隣接する草地で、セイタカアワダチソウが繁茂しているが、草
刈り管理が行なわれていると思われる明るい周辺部には、ネジバナが見られた。

　隣接駐車場の造成前は水面であったと思われる。ため池A の上流側でヨシが繁茂する。

　　　　　②②②②②ため池Ａため池Ａため池Ａため池Ａため池Ａ

　隣接駐車場の造成後に水面が縮小して現在のようになったと考えられる。周辺はササ
やセイタカアワダチソウ等の草地となっている。
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　　　　　⑤⑤⑤⑤⑤ため池Ｂとスギ植林地ため池Ｂとスギ植林地ため池Ｂとスギ植林地ため池Ｂとスギ植林地ため池Ｂとスギ植林地

　スギの植林地に囲まれたため池。池の水辺にはショウブが生育している。

ショウブ

　　　　　④④④④④草原性の花々が見られた畦道草原性の花々が見られた畦道草原性の花々が見られた畦道草原性の花々が見られた畦道草原性の花々が見られた畦道

コマツナギヌマトラノオ

ウツボグサアザミ

ツユクサ

タツナミソウ ウマノアシガタ

　谷の入口であるため比較的明るい畦道となっており、周辺には様々な草原性の植物が
見られた。特にタツナミソウは、嶽山周辺では今のところここでしか見つかっていない。

畦道の入口
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　　　　　⑧⑧⑧⑧⑧ネムノキネムノキネムノキネムノキネムノキ

　　　　　⑥⑥⑥⑥⑥ササ草地ササ草地ササ草地ササ草地ササ草地

　水田跡地のササ草地。南原の谷部はかつては水田として利用されていたが、現在はす
べて放棄されており、ここから上流の放棄田には跡地ごとの微妙な環境（水分状況、日
当たり等）によって様々な植生が見られる。

　ため池C の堤にはネムノキが列状に生えている。

　　　　　⑦⑦⑦⑦⑦カサスゲの湿地とヌマトラノオカサスゲの湿地とヌマトラノオカサスゲの湿地とヌマトラノオカサスゲの湿地とヌマトラノオカサスゲの湿地とヌマトラノオ

　放棄田がカサスゲの湿地となり、かつての畦道沿いにヌマトラノオの群落やダイコン
ソウが見られた。カサスゲは嶽山周辺ではここにしか見られない。

カサスゲ ヌマトラノオ

ダイコンソウ
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　　　　　⑩⑩⑩⑩⑩ハンノキとガマの湿地ハンノキとガマの湿地ハンノキとガマの湿地ハンノキとガマの湿地ハンノキとガマの湿地

　放棄田跡にハンノキが生育する湿地環境は嶽山周辺では少なくなっている（奥の谷に
かつてあったハンノキ林は数年前の広場造成で消失した）。ハンノキの林床は手前がミゾ
ソバで、奥にガマが生育している。

　　　　　⑨⑨⑨⑨⑨ため池Ｃため池Ｃため池Ｃため池Ｃため池Ｃ （（（（（新新新新新池池池池池）））））

　　　　　⑪⑪⑪⑪⑪ヨシの草地ヨシの草地ヨシの草地ヨシの草地ヨシの草地 　　　　　　　　　　⑫⑫⑫⑫⑫ミゾソバの湿地ミゾソバの湿地ミゾソバの湿地ミゾソバの湿地ミゾソバの湿地
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　　　　　⑭⑭⑭⑭⑭スギスギスギスギスギ ・・・・・ヒノキ林とササユリヒノキ林とササユリヒノキ林とササユリヒノキ林とササユリヒノキ林とササユリ

　　　　　⑬⑬⑬⑬⑬ため池Ｄとササ草地の堤ため池Ｄとササ草地の堤ため池Ｄとササ草地の堤ため池Ｄとササ草地の堤ため池Ｄとササ草地の堤

　比較的手入れがされて明るく、シダが生育するスギ・ヒノキ林の林床に、ササユリが
見られる。花が咲いている個体だけで20 輪近くが数えられ、嶽山周辺でもっともササユ
リの密度の高い場所のひとつと思われる。
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②保全活用の方向と課題

■放棄田跡に見られる特徴的な植生

　南原地区は、谷全体が農地としての機能をなくしてから十数年経っていると思われ、放
棄田跡の一枚ごと、また数箇所のため池ごとに異なる植生が、それぞれの微妙な環境に即
して見られる点が特徴となっている。
　タツナミソウやカサスゲ、ダイコンソウ、ハンノキ林など奥の谷や嶽山周辺であまり見
られない植物も生育しており、谷全体の環境保全が求められる。

■湿地や草地の保全・観察地としての活用

　カサスゲの湿地より上流部は、放棄田跡ごとの特徴がよくわかる見本園的な様相となっ
ており、現在も農地として利用されている奥の谷と対照的な草地や湿地を観察することが
できる。ササユリが見られるスギ・ヒノキ林も含めて、奥の谷と南原とを結ぶ観察路など
を整備することで、多様な湿地や草地の自然の保全・観察地として活用ができると考えら
れる。

■入口部の開発造成の影響

　しかしながら、南原地区の谷の入口部では、滝
谷不動尊の駐車場拡張に伴う残土処分の造成工事
が予定されており、その影響でカサスゲ湿地周辺
から下流部の現在の植生は、残土造成によって埋
め立てられ、タツナミソウなどの草原性植物が見
られた畦道も消失することとなる。これらの草原
性植物は、上流部のかつての畦道を草刈り管理す
ることで再び生えてくる可能性がある。

※本調査を行なった後、タツナミソウ、カサスゲ、ダイコンソウの一部を掘り取って、
　奥の谷の「水の生きもの池」及び「池田」の畦に移植した。

■今後のモニタリング

　南原の湿地や草地は、このまま放置すれば次第に多年草から木本植生に移行していくと
考えられる。現在の状況を維持するには、場合によっては適度な草刈り管理や水路の維持
補修なども必要になると思われるため、入口部の開発造成の影響を見守ることも含めて、
今後もモニタリングをしていくことが望まれる。

奥の谷に移植した↑タツナミソウとカサスゲ↑

背後の山を造成して拡張される駐車場



9

（2）自然観察路の整備方針

　①現地調査
　モデル地区内を通る現況道について、「富田林の自然を守る市民運動協議会」のメン
バーと同行して12 ～ 1 月に現地を踏査し、道の状況や自然観察路としての資源について
調査を行なった（「現況道調査図」参照）。

　■現況道の状況分類

○軽トラ程度が通れる車道（奥の谷）

　奥の谷は現在も耕作が行なわれているので、
軽トラが通れる程度の簡易舗装の車道が初芝
高校近くまで通っている。
　耕作者のほか、一般のハイカーの通行や、
里山保全活動の作業など利用頻度は高い。
　縁石や法面などのコンクリート構造物がな
いため、奥の谷の農地景観にあまりインパク
トを与えず景観的に良好な状態を保っている。

○踏み分け道

　奥の谷の細かな谷沿い、及び南原との間の
尾根上に踏み分け道が通っている。
 谷から上がる道は、主にミカン園の手入れの
ためにつけられたもので、途中で行き止まり
になっている箇所が多い。また、南原との間
の尾根上の踏み分け道は、1997 年の大阪国体
の競技用に、草刈り等の整備が行なわれた。

○通行困難な踏み分け道

　南原には耕作が行なわれていた当時の畦道
が踏み分け道として残っているが、現在はほ
とんど使われていないため薮に覆われつつあ
り、通行が困難な状態である。
　また奥の谷から南原にぬける道として、前
述の大阪国体の際に開かれた道があり、観察
会等にも利用しているが、南原側の斜面が急
峻な崖地であるため、通行には注意を要する。

○通行不可能な箇所

　自然観察路としての利用を検討するため、
現在は道がなく通行不可能な箇所の踏査も行
なった。ほとんどがクズやノイバラ、ササな
どの薮になっているため、人力で整備するに
はかなりの労力を必要とするが、最小限の道
を開くことで奥の谷と南原との周回コース
を設定することが可能になる。

○軽トラ程度が通れる車道

○踏み分け道

○通行困難な踏み分け道

○通行不可能な箇所
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■自然観察の資源

　奥の谷の里山管理地や、南原の湿地・草地などが自然観察の主な対象となるが、それ
以外にもモデル地区内には次のような資源がある。

○見晴らし良好な展望地

　奥の谷と南原を分ける尾根の突端部は、滝谷不動尊の仏塔や金剛・葛城山系を見晴ら
すことができる良好な展望地となっている。現在は道が通っておらず通行不可能な薮に
なっているが、数十ｍを整備できれば既存の踏み分け道とむすぶことができる。

○滝谷不動尊に関連する石塔

　南原の谷の最奥部には、滝谷不動尊に関連すると
思われる石塔がある。由来については今後調査する
必要があるが、この地の歴史文化的な経緯をさぐる
上で大事な史跡と考えられる。
 南原の耕作放棄に伴って、現在はここに通じる明瞭
な道がない状況にあるが、南原の道を整備すれば容
易に到達することができる。

○奥の谷古墳群

　奥の谷の西側尾根部には「奥ノ谷古墳群」があり、
3 基の古墳の存在が明らかになっている。そのうち
の１号墳については1983 年に教育委員会による試掘
調査が行なわれ、次のようなことがわかっている。
（大阪府教育委員会「奥ノ谷古墳発掘調査概要」より）

・長径20m、短径14.5m、墳高2mの楕円形墳丘をもつ。
・木棺直葬の埋蔵施設と須恵器製の杯と蓋が出土。
・7 世紀代の古墳で、従来に見られない立地にある。

　古墳群の場所は、里山管理地の「NICE な森 2003」
の上部にあたっているため、今後は史跡を壊さない
ような配慮とともに、自然観察路の一環としての資
源活用を行なうことで、より魅力的な観察ルートを
設定することができる。 活動拠点の小屋
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②自然観察路のコース設定（案）

　現況道の踏査結果から、自然観察路のコースとしては、次のようなルート設定が考えら
れる。ルート設定においては、モデル地区を訪れた人が体力や時間にあわせてスムーズに
自然観察を行なえるよう、複数の周回コースを設けた。また、コースごとに観察する対象
の特色をもたせるように留意した（図「自然観察路コース(案）」参照）。
　ただし、これらの自然観察路の設定にあたっては、土地所有者の了解を得て整備と管理
を行なう必要がある。

　■周回コースＢ　～NICE な森を巡る道～

国際ワークキャンプで整備したNICE な森
を巡るコース。2000 年から始まった人工
林の管理地について、林分ごとの下層植
生の違いや年度ごとの植生変化を観察し
ながら散策することが出来る。

　■奥の谷・南原一周コース

地区全体を一周して奥の谷と南原の概要
をつかむコース。もっとも長距離のルー
トだが、季節を選べば、奥の谷のツリガ
ネニンジンや、南原のササユリなど様々
な植物をそれぞれの環境を比較しながら
観察することが出来る。

　■周回コースＡ　～雑木林を巡る道～

里山保全活動で手入れされた明るい雑木
林を巡るコース。また最短距離で、奥の
谷の見所（水の生きもの池～草地管理地
～活動拠点～果樹の丘～雑木林～ツツジ
の尾根～展望地）をまわることの出来る
道でもある。

　■史跡コース

奥ノ谷古墳群の史跡をたどるコース。
NICE な森の管理とあわせて整備を行い、
初芝高校に至る車道と連絡することで、
将来的には周辺地域の他の古墳群へと
つなぐ史跡のネットワークルートとす
ることも考えられる。

　■補助コース

長距離の奥の谷・南原一周コースから
のエスケープルートとして、また周回
コースＡ・Ｂからの延長ルートとして
設定し、各ルートの自由度を高める。
奥の谷の尾根上と南原の谷部を直接
結ぶルートは、安全性を高めるための
階段等の整備が必要である。
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２．「奥の谷花ごよみ」の作成

　モデル地区周辺で見られる春から初夏にかけての代表的な草花の写真や情報を、今後の
里山保全活動や自然観察会、市民へのＰＲ等に活用できるよう、「奥の谷花ごよみ」とし
てまとめた。草花のピックアップに際しては、「嶽山の植物」（富田林の自然を守る会「富
田林の自然№ 6」1999 年 2 月 21 日発行）を参考とした。

「奥の谷花ごよみ　春・初夏編」掲載種一覧

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

春-1 カンサイタンポポ 初夏-1 オオバコ
春-2 セイヨウタンポポ 初夏-2 オヘビイチゴ
春-3 ナズナ（ペンペングサ） 初夏-3 ギシギシ
春-4 オランダミミナグサ 初夏-4 タツナミソウ
春-5 ミミナグサ 初夏-5 ドクダミ
春-6 オオイヌノフグリ 初夏-6 ニワゼキショウ
春-7 コハコベ 初夏-7 ノビル
春-8 ウシハコベ 初夏-8 ハルジオン
春-8 ヒメオドリコソウ 初夏-9 ヒメジョオン
春-10 ホトケノザ 初夏-10 ブタナ
春-11 タネツケバナ 初夏-11 ムラサキカタバミ
春-12 フキ 初夏-12 ヨウシュヤマゴボウ
春-13 スギナ（ツクシ） 初夏-13 アキノエノコログサ
春-14 スズメノヤリ 初夏-14 エノコログサ
春-15 カラスノエンドウ 初夏-15 アレチハナガサ
春-16 タチツボスミレ 初夏-16 ヒメコバンソウ
春-17 シハイスミレ 初夏-17 ウツボグサ
春-18 ショウジョウバカマ 初夏-18 オカトラノオ
春-19 シュンラン 初夏-19 ヌマトラノオ
春-20 ヒメウズ 初夏-20 オヤブジラミ
春-21 ヘビイチゴ 初夏-21 ガマ
春-22 ミツバツチグリ 初夏-22 カワラナデシコ
春-23 イワニガナ（ジシバリ） 初夏-23 クサイ
春-24 オオジシバリ 初夏-24 ササユリ
春-25 オニタビラコ 初夏-25 コクラン
春-26 キランソウ 初夏-26 カゼクサ
春-27 ゲンゲ（レンゲソウ） 初夏-27 チガヤ
春-28 オニノゲシ 初夏-28 チチコグサモドキ
春-29 ウマノアシガタ 初夏-29 トウバナ
春-30 アメリカフウロ 初夏-30 トキワハゼ
春-31 カサスゲ 初夏-31 キツネアザミ
春-32 キュウリグサ 初夏-32 ノアザミ
春-33 スイバ（スカンポ） 初夏-33 スズメノヒエ
春-34 カタバミ 初夏-34 ノボロギク
春-35 スズメノエンドウ 初夏-35 ベニバナボロギク
春-36 シャガ 初夏-36 ネジバナ
春-37 コメツブツメクサ 初夏-37 ホタルブクロ
春-38 シロツメグサ 初夏-38 ヤブガラシ
春-39 スズメノテッポウ 初夏-39 ワルナスビ
春-40 ツボミオオバコ
春-41 チチコグサ
春-42 ハハコグサ
春-43 ニガナ
春-44 ムラサキサギゴケ
春-45 ヤエムグラ
春-46 ヤブジラミ

●参考図書：　東海大学出版会「フィールド図鑑」
　保育社「カラー自然ガイド」

●写真提供：　田渕武夫、寺川裕子
（その他は宮城教育大学onLINE植物アルバムより）
http://plant.csr.miyakyo-u.ac.jp/index.html



№ 種名 科名 原産
1～2年草
or多年草

奥の谷周辺
での開花月

№ 種名 科名 原産
1～2年草
or多年草

奥の谷周辺
での開花月

春-1 カンサイタンポポ キク科 在来種 多年草 1-5,9,12 春-6 オオイヌノフグリ ゴマノハグサ科 ヨーロッパ 2年草 2-5

photo
ｂｙ
Tabuti

photo
ｂｙ
Tabuti

春-2 セイヨウタンポポ キク科 ヨーロッパ 多年草 1-12 春-7 コハコベ ナデシコ科 在来種 1～2年草 2-5，11-12

春-3 ナズナ（ペンペングサ）アブラナ科 在来種 2年草 春-8 ウシハコベ ナデシコ科 在来種 多年草 3-12

photo
ｂｙ
Tabuti

春-4 オランダミミナグサ ナデシコ科 ヨーロッパ 2年草 2-4 春-8 ヒメオドリコソウ シソ科 ヨーロッパ 2年草 2-4

photo
ｂｙ
Tabuti

photo
ｂｙ
Tabuti

春-5 ミミナグサ ナデシコ科 在来種 2年草 2-5 春-10 ホトケノザ シソ科 在来種 2年草 3-4,11

photo
ｂｙ
Tabuti

高さ0～50ｃｍ。2～4月、中心より茎を出して伸長する。
茎葉は互生。花は総状につき、白色小花をつける。果
実は三角形で20個ほどの種子がある。広く日本全土に
分布し、畑地、空地、路傍、乾田などごく普通に生育す
る。春の七草の一つ。和名：「撫菜（ナデナ）」と書き、小
形の草姿からきたといわれる。別名のぺんぺん草は果
実が三味線のバチに似ることから。

高さ20ｃｍほど。全草に毛が密生する。葉は対生。開花
は3～5月。白色の小花を密につけ、花柄はごく短い。花
弁5個。欧州原産の帰化植物で本州以南の畑地、空地
に群生する。和名：「和蘭耳菜草」

高さ10～20ｃｍ。花は3～4月頃咲き白色、5弁で先端凹
む。全土に分布し、畑地、空地にごく普通。和名：ハクベ
ラ（古名）から転化。

高さ30～40ｃｍ。茎は四角形。葉は十字に対生し、上部
の包葉は接してつき、紫紅色をおびる。開花は3～4月。
花は茎の頂部に集まり、赤紫色の唇形花を輪状につけ
る。6月頃全草が枯れる。欧州原産の帰化植物で本州
に分布し、おもに都会地の路傍、畑地などのやわらかい
土壌上に生育する。

高さ20ｃｍほど。葉は暗紫色をおびる。4～5月開花。花
弁5個で、先端2裂する。花柄は長い。日本原産で全国
に分布し、畑地、荒地に生える。

高さ20ｃｍほど。葉はやや紫色をおび、対生、葉面は少
し波うつ。開花は5月。5花弁で花柱は5裂する。日本全
土に分布し、畑地のへり、荒地、路傍に生える。和名：
牛ハコベの意で大型なため。

高さ20ｃｍほど。茎は四角形。葉は対生し、下部の葉柄
は著しく長いが、上方の葉は半円形で茎をとりまく。3～
5月、紅紫色の唇形花をつけ美しい。本州、四国、九州、
沖縄に広く分布し、畑地、路傍などに群生する。和名：
「仏の座」と書き、初めに出る円い葉を仏の蓮華座にみ
たてたことによる。

高さ10～20ｃｍほど。関西（近畿地方以西）に多いタン
ポポなのでこの名がある。全体に小柄で総ほう（花の下
の部分）が反り返らず突起も無いのが特徴。花期は2～
5月。

高さ20～30ｃｍ。花は早春から咲きはじめ、9～11月にも
開花する。総包片は反り返り、単位生殖を行なう。欧州
の原産で日本全土に帰化。都会地の空地、路傍などに
多い。葉は食用となる。

高さ20ｃｍほど。葉は下部で対生、上部は互生となる。
花期は3～4月、暖地では12月から咲きはじめ、早春の
花として親しまれる。花は日をうけて咲く。花冠は4裂し、
碧青色で濃い色の線条がある。欧州原産で明治初年頃
に帰化。日本全土に広く分布し、畑、路傍などに生育す
る。和名：犬のフグリ（陰のう）で果実の形に基づく。
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№ 種名 科名 原産
1～2年草
or多年草

奥の谷周辺
での開花月

№ 種名 科名 原産
1～2年草
or多年草

奥の谷周辺
での開花月

春-11 タネツケバナ アブラナ科 在来種 2年草 3-4 春-16 タチツボスミレ スミレ科 在来種 多年草 3-4

photo
ｂｙ
Tabuti

photo
ｂｙ
Tabuti

春-12 フキ キク科 在来種 多年草 3 春-17 シハイスミレ スミレ科 在来種 多年草

photo
ｂｙ
Tabuti

photo
ｂｙ
Tabuti

春-13 スギナ（ツクシ） トクサ科 在来種 多年草 春-18 ショウジョウバカマ ユリ科 在来種 多年草

photo
ｂｙ
Tabuti

photo
ｂｙ
Tabuti

春-14 スズメノヤリ イグサ科 在来種 多年草 3-5 春-19 シュンラン ラン科 在来種 多年草

photo
ｂｙ
Tabuti

春-15 カラスノエンドウ マメ科 在来種 2年草 3-5 春-20 ヒメウズ キンポウゲ科在来種 多年草 3-5

photo
ｂｙ
Tabuti

photo
ｂｙ
Tabuti

高さ20ｃｍほど。胞子葉（つくし）は早春出穂し、先端部
に胞子穂をつける。栄養茎はつくしの後に伸長し、茎は
中空で縦にみぞが4本あり、輪生状に枝を分ける。地下
茎は地中を長くはい、所々に小塊がある。沖縄を除く全
土に広く分布し、路傍、荒地、畑地、放棄水田などいた
るところに生育する。酸性指標植物の一つ。和名：「杉
菜」で葉形に基づく。

高さ20ｃｍほどの常緑多年草。葉は叢生し細長くてかた
い。4月、花茎の先端に1花をつける。花被片は淡黄緑
色でほぼ同形。唇弁に美に紫色の斑点がある。本州～
九州に分布し、林内に生え、観賞用に栽培される。和
名：「春蘭」

高さ20ｃｍほど。葉は地ぎわから出て長い柄があり、くし
の歯状の托葉が目立つ。4～5月、淡紫色の花をつけ美
しい。花弁5個、唇形となり、唇弁の後に距がある。葉
形、花色などきわめて変化に富み、多数の変種や品種
が記録されている。広く全土に分布し、二次林や林縁に
生え、時に群生する。関西地方には葉の長いナガバタ
チツボスミレが分布する。

高さ20ｃｍほど。3～5月開花。花は白色、花弁4個。果
実は細長く、熟すと果皮が裂け、反転して種子を飛ば
す。日本全土に分布し、春の水田雑草としてごく普通に
生える。特に湿田に見られる。乾燥地に生えるものは毛
が多く、タチタネツケバナといって区別する。和名：「種
漬花」と書き、稲籾を水につけるころ開花することからつ
けられた。

高さ60ｃｍほどのつる性の越年草。葉は互生、複葉で先
端は巻きひげとなる。開花は4～6月。花は紅紫色の蝶
形花。果実は扁平、熟して黒色となり、裂開して種子を
はじく。本州から吸収にかけて広く分布し、路傍、空地、
土手などにごくふつうに生える。

高さ20ｃｍほど。葉のへりに白毛がある。花序は1個、赤
褐色で頭状に密集する。平地から山地の芝地に生え
る。

葉は長めの卵型で幅1～2ｃｍ。裏は紫色である。花は
濃い紅紫色で花期は4～5月。距は細長く長さ5～7ｍ
ｍ。長野県から西の本州、四国、九州に分布。

高さ20ｃｍほどの常緑多年草。葉は地に接して多数叢
生し、光沢がある。旧葉の先端は地につくと新苗をつく
る。4月、太い花茎植えに淡紅色の花をつけ美しい。花
後、花茎は30～40ｃｍに伸長する。北海道～九州の低
地から高山までに分布し、林内、林縁、都木に湿原内に
も生える。和名：「猩々袴」と書き、紅入りの花を猩々の
顔に、葉を袴にたとえたといわれる。

高さ20～30ｃｍで茎は細い。葉はやわらかくて下面が白
く、3小葉に分かれ、各小葉はさらに深く分裂する。花は
小さく、径4.5mmほど。がく片は白色でわずかにピンクに
そまる。関東以西に分布。和名：「姫烏頭」

早春フキノトウを出して頭花をつける。雌雄異株。雌株
にできる筒状花はたいへん細い。雄株には両性花がで
きるが、実はできない。花がすむと地下茎の先から普通
の葉が出てくる。花期は3～5月。北海道や東北地方に
は、非常に大きくなるアキタブキがある。
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№ 種名 科名 原産
1～2年草
or多年草

奥の谷周辺
での開花月

№ 種名 科名 原産
1～2年草
or多年草

奥の谷周辺
での開花月

春-21 ヘビイチゴ バラ科 在来種 多年草 3-4,9,（実11） 春-26 キランソウ シソ科 在来種 多年草 4

ヘビイチゴの実

photo
ｂｙ
Tabuti

春-22 ミツバツチグリ バラ科 在来種 多年草 春-27 ゲンゲ（レンゲソウ） マメ科 中国 2年草 4

photo
ｂｙ
Tabuti

photo
ｂｙ
Tabuti

春-23 イワニガナ（ジシバリ）キク科 在来種 多年草 4 春-28 オニノゲシ キク科 ヨーロッパ 2年草 4,11

春-24 オオジシバリ キク科 在来種 多年草 4 春-29 ウマノアシガタ キンポウゲ科在来種 多年草 4-6

photo
ｂｙ
Tabuti

春-25 オニタビラコ キク科 在来種 多年草 4-5 春-30 アメリカフウロ フウロソウ科 北アメリカ 1年草 4-6,9

photo
ｂｙ
Tabuti

色の濃い種類？

ほふくする多年草。茎は地中を浅く、または地表面をは
い、節から発根する。葉は互生し、長い柄があって直立
する。4～6月、高さ10～20ｃｍの花茎を出し、直径3ｃｍ
ほどの黄色の頭状花をつける。果実は白色の冠毛があ
り、風で飛び散る。広く日本全土に分布し、水田畦に多
くはえる。

地に接して広がる多年草。葉は卵形で長い柄がある。4
～7月、黄色の頭状花をつける。そう果に白い冠毛がつ
き、風で飛び散る。全土に分布し、山地の崩壊地に生
え、時に低地にも生育する。別名は「地縛り」の意。

地表をほふくする多年草。葉は互生、3小
葉で長さ2～3ｃｍ。4～6月に黄色い花を
つける。　　果実は球形、径約1ｃｍ。九州
以北に分布し、水田畦などに生える。

高さ20ｃｍほど。葉は3出複葉。開花は4～6月。花弁5個
は先端が凹む。花後に匐枝を出して新苗をつくる。北海
道～九州に分布し、芝地、草原に普通に生える。

高さ2～5ｃｍの小形の多年草。全体に縮れた毛がある。
葉はロゼット状。茎の葉は対生し、上部は接してつき、
濃緑色で紫色をおびる。開花は3～5月、花は葉の付け
根に集まる。花冠は唇形状で紫色をおび、濃い色のす
じがある。本州から九州にかけて分布し、路傍、林縁な
どに小群状に生える。別名にジゴクノカマノフタがあり、
地面に接して広がる様子を見立てた。

高さ30～80ｃｍ。根生葉は羽状で有毛、褐紫色をおび
る。茎は直立。5～6月、茎の先端に舌状花だけの頭状
花を集める。広く日本全土に分布し、空地、生垣のへ
り、樹園地などにごく普通に生える。和名：「鬼田平子」

高さ1ｍ内外に達する。茎は直立し、中空。葉は互生、
表面に光沢あり、へりに鋭い鋸葉がある。基部は耳状と
ならない。開花は4～5月、ときに9～10月にも咲く。欧州
原産で明治時代に帰化し、全国に分布している。畑地、
空地などに生える。和名：「鬼野ゲシ」で、鋭いとげの密
生する様子に基づく。

高さ15～25ｃｍ。葉は9～11個の小葉よりなり、長い柄
の先に紅紫色の花がかたまって咲く。果実は熟せば
真っ黒になる。中国原産。緑肥に用いられる。

ゲンノショウコに似るが、葉は基部ちかく
まで深く5～7裂、葉や葉柄の毛は細かく
てまるで粉のように見え、花は径8mmほ
どで淡紅色。花期は春～秋。

高さ40～60ｃｍ。全草に開出する毛がある。4～6月に黄
色い花をつける。花弁は5個、黄色でつやがある。北海
道以南に分布し、日のあたる土手や水田の畦などに群
生する。和名：「馬の脚形」と書き、根生葉が馬の脚の形
に似ることから。
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№ 種名 科名 原産
1～2年草
or多年草

奥の谷周辺
での開花月

№ 種名 科名 原産
1～2年草
or多年草

奥の谷周辺
での開花月

春-31 カサスゲ カヤツリグサ科 在来種 多年草 4 春-36 シャガ アヤメ科 在来種 多年草 4

photo
ｂｙ
Tabuti

春-32 キュウリグサ ムラサキ科 在来種 多年草 4-5 春-37 コメツブツメクサ マメ科 ヨーロッパ 1年草 4-6

photo
ｂｙ
Tabuti

春-33 スイバ（スカンポ） タデ科 在来種 多年草 4-5 春-38 シロツメグサ マメ科 ヨーロッパ 多年草 4-11

photo
ｂｙ
Tabuti

春-34 カタバミ カタバミ科 在来種 多年草 4-10 春-39 スズメノテッポウ イネ科 在来種 2年草 4-6

photo
ｂｙ
Tabuti

春-35 スズメノエンドウ マメ科 在来種 多年草 4-6 春-40 ツボミオオバコ オオバコ科 北アメリカ 1～2年草 4-5

photo
ｂｙ
Tabuti

高さ20～30ｃｍ。多数の小穂を密着する。葯は黄褐色。
全国に分布し、春の水田雑草の代表種である。畑地に
生えるタイプも知られている。和名：「雀ノ鉄砲」は花穂
を小形の鉄砲に見立てた。

高さ50～80ｃｍ。葉は互生、やじり形。5～6月茎の上方
に円すい状に細花を輪生する。雌雄異株。雌花には赤
色の3花柱がある。地下茎は黄色。日本全土の低地帯
に分布し、路傍、土手、水田の畦などに普通に生える。
酸性土壌の指標植物である。和名：「酸葉」の意で葉茎
にシュウ酸を含み、酸味があるため。

高さ10～30cmの花茎を延ばし，小さな花を穂状につけ
る。花期は5月～7月。花茎ともに全面に白色の曲がっ
た毛が密生し，ふわふわしている。1913年、愛知県岡崎
で発見され、関東地方以西の道端や荒れ地などに広く
帰化している。花冠がほとんど開かないので、いつまで
もつぼみのように見えることからついた名。和名：「蕾大
葉子」

高さ30～60ｃｍのつる性の越年草。葉は互生し羽状複
葉で小葉は6～8対あり、先端は巻きひげとなる。4～5
月、繊細な長い花梗を出し、2～4個の蝶形花をつける。
花は淡青紫色。本州以南に分布し、路傍、土手などに
生える。和名：「雀野豌豆」と書く。

高さ20ｃｍほど。茎は地上をはい、節から発根する。葉
は互生し、柄が長く、托葉がある。果実は熟すと種子を
はじき出す。全体が赤紫色のものをアカカタバミといい
都会地に多い。日本全土に分布し、畑地、空地、路傍な
どにごく普通。和名：「傍食」と書き、葉の片側が欠けて
いることによる。

高さ20～30ｃｍ。茎は地上をはい、節から根を出す。葉
は互生、長い柄で直立し、3小葉からなる。小葉は夜に
上を向いて閉じる。4～6月、花茎を立てて白色の蝶形
花を球状に集めて咲く。花の寿命が長い。江戸時代に
帰化、また牧草として導入され、各地に野生化してい
る。和名：「白詰草」で、ツメクサはこの草がかつて容器
を運ぶ際の詰め物として利用されたことによる。

高さ10～30ｃｍ。葉は互生。4～5月頃開花。花穂は先
が渦巻き状で開花とともに長く伸びる。花は淡あい色。
全土に分布し、畑地に生える。和名：葉をもむとキュウリ
の香りがある。

高さ50ｃｍほど。葉は上面が内側に折りたたまれ、さら
に一方に傾く。4～5月に淡青色の花をつける。長い地
下茎を伸ばして群落となる。本州～九州に分布し、古く
中国から伝わったものといわれる。和名：ヒオウギの漢
名「射干」から。

高さ80ｃｍほど。5～6月、茎の先端に雄花穂をつけ、そ
の舌に雌花穂が数個つく。雌花穂は長さ約10ｃｍ、りん
片は紫褐色。北海道～九州に分布し、低地の湿原や流
水辺に群落をつくる。和名：「笠スゲ」スゲ笠をつくるた
め。

地に接して広がる1年草。小葉は3個、中央の小葉だけ
柄がある。花は黄色で長さ3mm、10個あまりずつ集まっ
てつき、花がすんだあとも花弁は淡褐色になりながら果
実を包む。牧場や道ばたに帰化。
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№ 種名 科名 原産
1～2年草
or多年草

奥の谷周辺
での開花月

№ 種名 科名 原産
1～2年草
or多年草

奥の谷周辺
での開花月

春-41 チチコグサ キク科 在来種 多年草 4-6 春-46 ヤブジラミ セリ科 在来種 2年草 4-5

春-42 ハハコグサ キク科 在来種 2年草 4-9

photo
ｂｙ
Tabuti

春-43 ニガナ キク科 在来種 多年草 4-6

photo
ｂｙ
Tabuti

春-44 ムラサキサギゴケ ゴマノハグサ科 在来種 多年草 4-5

photo
ｂｙ
Tabuti

春-45 ヤエムグラ アカネ科 在来種 2年草 4-6

高さ60ｃｍほど。茎には逆向きの棘がある。4～5月、茎
の先端に淡黄緑色の小形の花をつける。果実は表面に
かぎ状の毛があり、他物に付着する。初夏には枯れる。
広く日本全土に分布し、畑地、路傍、林縁、疎林内に生
え、群生する。和名：「八重葎」と書き、幾重にも重なって
生えるようすから。

高さ20ｃｍほど。全草にやわらかい白毛がある。葉は互
生、へりは少し波をうち、葉柄に狭い翼がある。4～6
月、ときに11月頃、茎の先端に頭状花を密につけ1つの
花に見える。頭花の周辺は雄花、中心部は両性花。広く
日本全土に分布し、畑地、空地、沼のへりなど湿った裸
地に生える。春の七草のオギョウ「御形」。和名：「母子
草」と書き、冠毛がほおけ立つ様子から由来したといわ

高さ60ｃｍほど。開花は6～7月、小白花を多数つける。
果実は短い柄で球状に集まり、棘状の毛を密生し、動
物について運ばれる。日本全土に分布し、林縁に生え
る。和名：「薮虱」

地面に接して生育する多年草。開花は4～5月、5ｃｍ内
外の花茎に紅紫色の唇形花をつける。下唇は大きく、3
裂して2個の突起がある。雌ずいはふたまたに分かれ、
触れるとすぐに閉じる。白花品種をサギシバとよび、地
方によってはこの品種のみ生える。本州から九州にか
けて分布し、湿った草地に生え、特に水田畦に群落をつ
くる。和名：「紫鷺苔」の意。

高さ20ｃｍほど。茎や葉の下面に白色の綿毛がある。5
～10月開花。頭状花を密につける。果実に冠毛があ
る。本州以西に分布し、乾いたやせた草地に生える。和
名：｢父子草」で「母子草」に対してつけられた。

高さ30ｃｍほど。根生葉は羽状に裂け、長い柄がある。
茎葉は耳状に茎をだく。5～7月、黄色の花を日中に咲
かせる。日本全土に分布し、ススキ草原を中心にごく普
通に生える。和名：「苦菜」は茎葉が苦味のある白い乳
液を含むため。
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№ 種名 科名 原産
1～2年草
or多年草

奥の谷周辺
での開花月

№ 種名 科名 原産
1～2年草
or多年草

奥の谷周辺
での開花月

初夏-1 オオバコ オオバコ科 在来種 多年草 5-11 初夏-6 ニワゼキショウ アヤメ科 北アメリカ 多年草 5-6

photo
ｂｙ
Tabuti

photo
ｂｙ
Tabuti

初夏-2 オヘビイチゴ バラ科 在来種 多年草 5 初夏-7 ノビル ユリ科 在来種 多年草

photo
ｂｙ
Tabuti

初夏-3 ギシギシ タデ科 在来種 多年草 5,12 初夏-8 ハルジオン キク科 北アメリカ 多年草 5

初夏-4 タツナミソウ シソ科 在来種 多年草 5 初夏-9 ヒメジョオン キク科 北アメリカ 1～2年草 5-12

photo
ｂｙ
Tabuti

photo
ｂｙ
Tabuti

初夏-5 ドクダミ ドクダミ科 在来種 多年草 5-6 初夏-10 ブタナ キク科 ヨーロッパ 多年草 5-9

photo
ｂｙ
Tabuti

photo
ｂｙ
Tabuti

高さ30ｃｍほど。茎は直立し、開出毛がある。葉は対生
しほぼ同大。5～6月、紫色の唇形花を穂状に集めて咲
く。本州以西に分布し、山道沿いに生える。和名：「立浪
草」と書き、花が泡立つ波に似るため。似た仲間が多
い。

高さ10～20ｃｍ。4～6月に開花、一日でしぼむ。淡紫色
で、ときに白色で紫のすじのある個体がある。北米原産
で明治20年頃、観賞用に導入したものが逸出し、現在、
日のあたる路傍、空地に群生する。和名：「庭石昌」と書
き、セキショウに似ることから。

高さ80ｃｍほど。茎は直立し、中実。開花は6～7月でハ
ルジオンより遅い。茎頂に白色の頭状花をつける。北米
原産の帰化植物で日本全土に分布し、畑地、空地に多
く、特に耕作を停止した畑地に群生する。和名：「姫女
苑」。似た種類にヘラバヒメジョオンがあり、葉はへら
形、山地に侵入している。

高さ20～40ｃｍ。全草紫色をおび、ふれると悪臭を放
つ。葉は互生し、心臓形。6～8月、葉に相対して花穂を
出す。一つの花に見えるのは花序で、白色花弁状のも
のは包葉（総包片）で、中心の穂は小花の集まりであ
る。地下茎は長く横走する。日本全土に分布し、人家周
辺、溝、林縁、疎林内に群生する。和名：「毒痛み」の意
とする説がある。地下茎を薬用とする。別名ジュウヤク

高さ60ｃｍほど。茎は直立し、あらい毛があり中空。開
花は4～5月。茎の頂端に淡紅色～白色の頭状花をつ
ける。つぼみは下垂し、紅色。北米原産の帰化植物で
関東地方に分布し、都会地の空地、植え込みなどに群
生する。種子で繁殖するほか、地下茎でも増える。和
名：「春紫苑」と書き、春咲くシオンの意。

高さ60～80ｃｍほど。5～6月、少数分枝した花茎を叢生
し、タンポポに似た黄色花をつける。花は朝開いて午後
にはしぼむ。ヨーロッパ原産の帰化植物で、わが国への
最初の記録は1934年。現在北海道、本州に分布し、特
に北地に多い。荒地、埋立地など比較的やせた場所に
生育し、ときに群生する。和名：ブタナはフランスの俗名
Salade de porcに基づく。

高さ10～20ｃｍほど。6～7月および9～10月に直立する
穂を出し、多数の花をつけ、下から順に咲き上がる。種
子は水にぬれると粘液を出し、動物や人間の靴につい
て運ばれる。広く日本全土に分布し、路傍、グラウンド、
空地など、踏みつけの強いところに生える。和名：「大葉
子」と書き、葉の広いことからきた。

ヘビイチゴに似るが、花数が多く、下の葉は5小葉、花
托は赤くならない。

高さ60～100ｃｍほど。花期は6～7月、直立した太い茎
の上部に淡緑の小花を多数輪生状につける。日本全土
の低地に広く分布し、田の畦、川岸など湿った富栄養地
に群生する。類似種のナガバギシギシは葉が細く、へり
が強く波をうつ。

高さ30～60ｃｍ。葉は秋から地表にあらわれ、花は微紅
色で5～6月開花。鱗茎はやや球型で夏に多くの球茎が
できて新苗となる。広く日本全土に分布し、畑地、土手、
都木に疎林内にも生える。史前帰化植物といわれる。
和名：「野蒜」と書き、野に生えるヒル（ネギ類）の意。根
は食用となる。
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№ 種名 科名 原産
1～2年草
or多年草

奥の谷周辺
での開花月

№ 種名 科名 原産
1～2年草
or多年草

奥の谷周辺
での開花月

初夏-11 ムラサキカタバミ カタバミ科 南アメリカ 多年草 5-9 初夏-16 ヒメコバンソウ イネ科 ヨーロッパ 1年草 5

photo
ｂｙ
Tabuti

初夏-12 ヨウシュヤマゴボウ ヤマゴボウ科北アメリカ 多年草 5-9(実-11) 初夏-17 ウツボグサ シソ科 在来種 多年草 6-8

photo
ｂｙ
Tabuti

photo
ｂｙ
Tabuti

初夏-13 アキノエノコログサ イネ科 在来種 1年草 6-11 初夏-18 オカトラノオ サクラソウ科 在来種 多年草 6

photo
ｂｙ
Tabuti

初夏-14 エノコログサ イネ科 在来種 1年草 6-10 初夏-19 ヌマトラノオ サクラソウ科 在来種 多年草 6～7

photo
ｂｙ

Terakawa

初夏-15 アレチハナガサ クマツヅラ科 南アメリカ 多年草 6-11 初夏-20 オヤブジラミ セリ科 在来種 2年草 6

高さ50～80ｃｍ。8～10月出穂。花は朝開き、葯が縮ん
で受粉を行う。剛毛は緑色。全国の畑地、荒地などに生
える。和名：「狗の子草」で、穂を子犬の尾にみたてた。

高さ1～2ｍ。茎は著しくざらつき、切り口は方形。葉はあ
らい毛があってざらつき、へりには大小ふぞろいの深い
歯がある。花は淡紫色。花期は夏。1957年頃に北九州
市や神奈川県久里浜などで前後して採られている。

高さ60ｃｍほど。ヤブジラミに似て全体に紫色をおび、開
花は5月でやや早く、果実数は少なく、柄は少し長い。本
州以南に分布。和名：「雄薮虱」

高さ0.6～1ｍ。茎は直立する。葉は互生し、葉をすかす
と油点が見える。6～7月開花。花穂は白色花を密につ
け、一方に傾く。花後、花穂は直立する。秋全体が紅葉
し美しい。地下茎は長い。北海道～九州に分布し、日の
あたる草原に多い。和名：「岡虎の尾」と書き、花穂が獣
の尾に似ることによる。

高さ50ｃｍほど。茎は円柱形で直立する。葉は互生し、
基部に柄はない。7～8月、白色花を密につける。地下
茎を長くひく。本州～九州に分布し、低地の失言に生え
る。和名：「沼虎の尾」

高さ20ｃｍほど。葉の柄は長く、有毛。5～6月開花し、淡
紅色の5弁花をつける。南米原産の帰化植物で文久年
間の渡来。関東以西に分布し、畑地、樹園地の強害草
である。

高さ50～100ｃｍほど。葉は有毛、葉身が基部でねじ
れ、上面を下にして展開する。9～10月に出穂し、花穂
はエノコログサよりも大きく、先端が垂れる。剛毛は緑
色。広く日本全土に分布し、畑地、荒地にふつうに生
え、特にゴミ堆積地、河辺肥沃地などではエノコログサ
より多い。和名：秋のエノコログサで、秋に出穂すること
による。

高さ1～1.5ｍに達する大型の多年草。茎は太く、紅紫色
をおびる。葉は互生し、やわらかい。8月、白色の小花を
つけ、先端は下垂する。過日は漿果で紅紫色の汁を含
む。種子は10個、根は直根で肥大する。北米原産で明
治初年に帰化。別名アメリカヤマゴボウ。

高さ10～30ｃｍ。茎は数本株立ちする。葉は対生。6～8
月、筒状の花穂に紫色の唇形花をつけ美しい。広く日
本全土に分布し、草原に生える。和名：「靱（ウツボ）草」
で弓矢を入れるウツボの意。

高さ10～60ｃｍ。無毛。花序は高さ4～15ｃｍで多くの小
穂がまばらにつく。小穂は4～8の小花よりなり、淡緑色
ときに淡紫色を帯びやや光沢がある。幕末には日本に
入っている。
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№ 種名 科名 原産
1～2年草
or多年草

奥の谷周辺
での開花月

№ 種名 科名 原産
1～2年草
or多年草

奥の谷周辺
での開花月

初夏-21 ガマ ガマ科 在来種 多年草 6-9 初夏-26 カゼクサ イネ科 在来種 多年草 6,9-11

photo
ｂｙ

Terakawa

初夏-22 カワラナデシコ ナデシコ科 在来種 多年草 6 初夏-27 チガヤ イネ科 在来種 多年草 6

photo
ｂｙ
Tabuti

初夏-23 クサイ イグサ科 在来種 多年草 6 初夏-28 チチコグサモドキ キク科 アメリカ大陸 1～2年草 6-11

初夏-24 ササユリ ユリ科 在来種 多年草 6 初夏-29 トウバナ シソ科 在来種 多年草 6-9

photo
ｂｙ
Tabuti

photo
ｂｙ
Tabuti

初夏-25 コクラン ラン科 在来種 多年草 初夏-30 トキワハゼ ゴマノハグサ科在来種 1年草 6,9

photo
ｂｙ
Tabuti

高さ10～30ｃｍ。茎は切り口が四角形。小さな淡紅色の
唇形花が段になってつき、がくは長さ3～4ｍｍで、わず
かに短毛がある。

高さ80ｃｍほど。茎はまばらに互生し、細長くてササに
似る。6～7月、淡紅色の美しい花を数個つける。花はろ
うと状で花被片はそりかえり、斑点はない。鱗茎は卵型
で白い。本州中部から西、九州に分布し、草原や疎林
内に点在する。和名：「笹百合」

高さ10～15ｃｍ。ムラサキサギゴケに似るが匐枝を出さ
ない。茎は2～3本直立する。花は総状に10個ほどつ
き、下方から咲きながら花茎も伸びる。きまった開花期
はない。唇形花で下唇は上唇より大きく、2つの突起が
ある。分布は日本全土。休耕田、水田畦、ため池の岸、
湿った庭先などにまばらに生える。和名：「常盤ハゼ」で
年中開花することから。

直立した茎を有し、花は夏で暗紫色。暖温帯の常緑林
床。本州、四国、九州に分布する。

高さ1～2ｍに達する大型の抽水植物。葉はむち状で茎
より高く伸びる。8～9月、直立した茎の先端に円柱状の
花序をつける。果穂は赤褐色に熟し、果実の基部に白
色の毛がつき、風で飛び散る。広く北海道～九州北部
に分布し、低地の沼や池に群生する。花粉を蒲黄とい
い薬用とする。

高さ40～80ｃｍ。全体が白味をおび少数の茎を立てて、
細い葉を対生する。7～10月、淡紅色の美しい花をつけ
る。花弁は5個で糸状にさける。本州～九州に分布し、
河原や草原に生える。和名：「河原撫子」は可憐な草姿
から。

チチコグサに比べ葉の幅が広く、頭花の集まりは穂に
なってつき、冠毛は元で互いにくっついて果実から離れ
やすく、離れてもばらばらにならない。これに対し、ハハ
コグサやチチコグサの冠毛は元がくっついておらず、ば
らばらになりやすい。

高さ50ｃｍほど。株は団塊状となる。葉に白色の肩毛が
ある。4～10月、多数の小穂をつける。小穂は6～7個の
小花が集まり、紫色をおびる。本州～九州に分布、路
上、空地などに生える。和名：「風草」。誤って類似種の
知風草にあてたためといわれる。

高30～60ｃｍ。群れをなして生える。葉は立ち、かたい。
5～6月、花穂を出して円柱状の花弁をつける。穂には
白色の毛が密につく。地下茎は細く白色で長く伸び、甘
味がある。秋に株全体が紅葉する。広く日本全土に分
布し、海岸や河岸の砂地に生え、湿地にも侵入する。和
名：チなるカヤの意で、チは「千」で草が叢生することに
基づく。地下茎は薬用。

高さ30～60ｃｍ。6～9月開花。種子は湿ると粘液を出
す。日本全土に分布する。和名：「草藺」と書き、役に立
たないイの意。
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№ 種名 科名 原産
1～2年草
or多年草

奥の谷周辺
での開花月

№ 種名 科名 原産
1～2年草
or多年草

奥の谷周辺
での開花月

初夏-31 キツネアザミ キク科 在来種 2年草 初夏-36 ネジバナ ラン科 在来種 多年草 6

photo
ｂｙ
Tabuti

photo
ｂｙ

Terakawa

初夏-32 ノアザミ キク科 在来種 多年草 6-11 初夏-37 ホタルブクロ キキョウ科 在来種 多年草 6

photo
ｂｙ
Tabuti

photo
ｂｙ
Tabuti

初夏-33 スズメノヒエ イネ科 在来種 多年草 6-11 初夏-38 ヤブガラシ ブドウ科 在来種 多年草 6-9

初夏-34 ノボロギク キク科 ヨーロッパ 1～2年草 6 初夏-39 ワルナスビ ナス科 北アメリカ 多年草 6-8

初夏-35 ベニバナボロギク キク科 アフリカ 1年草 6-11

高さ60～80ｃｍ。茎は直立し、中空。葉は互生、羽状に
深裂し、下面に白毛が密生する。5～6月開花。頭花は
筒状花のみで紅紫色。本州以南に分布し、春の水田に
点在生育する。和名：「狐アザミ」でアザミに似ているが
異なるのでキツネにだまされたように表現したもの。

高さ40～90ｃｍ。花穂は3～5個。小穂の基部に長毛が
ある。和名：「雀の稗」

高さ20ｃｍほど。4～8月、花茎を直立し、ねじれた穂状
の花序を出す。花は桃色。横向きに咲き美しい。唇弁の
ふちに鋸歯がある。根は多肉でぼうすい状。日本全土
に分布し、シバやチガヤの草原に生える。和名：「捩し摺
り」の意。

高さ1ｍほど。全体やわらかい。茎は直立。葉は互生、
不規則に羽裂する。7～9月開花。頭花は下向きに咲く。
花は紅色。アフリカ原産で1950年頃帰化。関東地方以
西に分布し、伐採跡地に群生する。

高さ30～60ｃｍ。幼苗は長い柄の葉をもち、スミレの仲
間に似る。全草有毛で茎葉は互生。開花は6～8月。一
茎に10個ほどつき、枝の頂端の花から咲きはじめる。花
色は濃紫色から白色に近いものまで変異がある。花冠
はつりがね状で先端部が5裂する。北海道から九州に
かけて分布し、路傍、林縁、疎林内などに生える。和名：
「蛍袋」の意で子どもがホタルを入れて遊ぶことによる。

高さ60～80ｃｍ。全体が細毛でおおわれる。葉は互生
し、羽状にさけ、上面に多細胞の毛がある。6～8月、紅
紫色の頭状花をつける。総包片は直立し、ねばる。本州
～九州に分布し、日のあたる草原に生える。和名：野に
生えるアザミ、ドイツアザミとよぶ園芸改良品がある。

つる性の多年草。茎はよく伸長して垣根などにまつわ
り、高さ3～4ｍに達する。茎の先端はつねに下を向く。
葉は互生。7～8月に小形の花をつける。花盤は朱色、
密を分泌し、チョウがよく飛来する。果実は紫黒色の漿
果であるが結実はまれである。本州以南に広く分布し暖
地ほど成育は旺盛で、路傍、林縁に繁茂し、強害草とな
る。和名：ヤブをも枯らす勢いで生育することから。

高さ30ｃｍほど。全草やわらかい。茎は直立し、まばら
に分枝して赤紫色をおびる。葉は互生、不規則に羽状
に切れ込む。4～5月開花し、時に秋にも開く。頭状花は
黄色で筒状花よりなる。欧州原産で明治初年に帰化し、
全国に広く分布する。畑地に多い雑草で、ときに群生す
る。和名：野に生えるボロギク（サワギクの別名）の意。

高さ50ｃｍほど。茎は枝分かれし、鋭いとげがある。葉
は互生し星状毛を密生する。開花は7～8月、白色～淡
紫色の花を節間に数個つける。果実は球形、熟して黄
褐色となる。北米原産で関東地方では畑地の強害草と
なっている。
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○奥ノ谷古墳発掘調査概要（1985.3 大阪府教育委員会）

○嶽山の植物
富田林の自然を守る会「富田林の自然№ 6」（1999 年 2 月 21 日発行）より
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